
益城町復興計画における木山土地区画整理事業の位置付けについて 

 

１ 益城町復興計画における木山地区の位置付け 

 

■益城町復興計画（H29 年 12 月、計画策定） 

【復興将来像】住み続けたいまち、次世代に継承したいまち 

 

この将来像の実現のため、次の各分野での取り組みを進めて行く 

 

   ①くらし復興（生活環境の整備、保健・医療・福祉の充実、教育文化の向上） 

   ②復興まちづくり（新たな都市基盤の整備） 

   ③産業振興（産業の振興） 

 

 

②復興まちづくりの取り組みに、「都市拠点や地域拠点の整備を進める」項目がある 

◆都市拠点（益城町役場を中心とするエリア＝木山地区） 

行政・商業・医療福祉・サービス・交通結節等、高次の都市機能の誘導を図る 
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